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業界研究とは
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業界研究とは、産業構造（世の中にどのような業界があるのか）
やビジネスモデル（誰に何をどのように売っているのか）を調べること
です。⽇本には約400万社の企業があり、数多くの業界が存在し
ています。⼀⽅で、応募や⼊社できる企業は限られています。世の
中にどのような業界があるのかを知り、⾃分に合いそうな業界・企業
を⾒つけていきましょう。



業界の全体図（主要企業⼀覧）
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業界

建設・住宅・不動産

運輸・エネルギー

⾦融

⾷品・化学・医薬

素材

電機・機械・⾃動⾞

商社・流通

情報・サービス

⼤林組・⿅島建設・関電⼯・NIPPO・森ビル・三井不動産など

JR東⽇本・JAL・⽇本通運・⽇本郵船・関⻄電⼒・東京ガスなど

明治HD・味の素・三菱ケミカル・武⽥薬品⼯業・花王・資⽣堂など

AGC・ブリヂストン・太平洋セメント・王⼦HD・DIC・⽇⽴⾦属など

⽇⽴製作所・ソニー・京セラ・三菱重⼯業・ファナック・トヨタ⾃動⾞など

⽇本銀⾏・三菱UFJ銀⾏・横浜銀⾏・⽇本⽣命・野村証券・JCBなど

伊藤忠商事・国分・三越伊勢丹・ファミリーマート・ニトリHDなど

読売新聞・NHK・KDDI・NTTデータ・LINE・野村総研・帝国ホテルなど
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化学

• ⽯油などを原料に化学反応で多⽤途の物質に
転換。基礎製品を⼿がける「川上」、中間原料の
「川中」、最終製品の「川下」に分類。
• 化学反応によって原料を加⼯し製品化する産業。
中でも⽯油を精製して得られるナフサが重要な原
料である。ナフサからエチレンやポリプロピレンなどの
基礎製品を作る「川上」、基礎製品から合成樹
脂や合成繊維などの中間製品を⽣産する「川
中」、中間製品から最終製品を⽣み出す「川下」
と製造過程により分類され、そのすべてを⼀貫して
⽣産するのが総合化学企業。
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化学業界
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医薬品

• 医師が処⽅する「医療⽤医薬品」が主戦場。新
規に開発する「新薬」と特許切れの新薬と同成分
の「後発医薬品（ジェネリック）」がある。
• 医薬品は、医療機関で使⽤されるか、医師が処
⽅箋を出す「医療⽤医薬品」と、薬局などで⾃由
に購⼊できる「⼀般⽤医薬品」の２つに分けられ
る。医療⽤医薬品のうち新薬を開発するのが「新
薬メーカー」、特許が切れた新薬と同成分のもの
を製造するのが「後発薬（ジェネリック）メーカー」、
そして⼀般⽤医薬品を作るのが「⼤衆薬メー
カー」である。
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医薬品業界

化粧品

• 対⾯販売は国内化粧品特有のビジネスモデル。
近年は販路が多様化。⽣活⽤品は洗剤や紙お
むつなど多岐にわたる。
• 化粧品は材料の研究・開発から商品の企画、製
造、ブランディング、販売まで⼀貫して⼿掛ける⼤
⼿のほかに、⾃社の得意分野や⼯程を専⾨とす
る中⼩も少なくない。⽐較的、参⼊しやすく、⾷
品や医薬品、化学メーカーなどが参⼊するケース
がよく⾒られる。洗剤や⻭ブラシ、紙おむつなどの
「トイレタリー」と呼ばれる⽣活⽤品を⼿掛ける化
粧品メーカーも多い。

12



13

化粧品業界

⾷品・飲料

• ⼀般消費者向けのB to C商品から業務⽤中⼼
の商品まで品⽬は多岐にわたる。それぞれに専業
メーカーが存在し市場が細分化。
• 商品のラインナップが細分化しているのが特徴だが、
どの商品も⼤⼿数社でシェアの⼤部分を占める傾
向がある。⼀般消費者向けの⾷品を製造する企
業、外⾷チェーン店やスーパーの総菜部⾨など向
けに業務⽤の⾷品を製造する企業、この両者が
作る⾷品の原材料を製造する企業がある。⾷品
はなくてはならないものだけに、業績が安定してる
企業が多い。
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⾷品・飲料業界

繊維・アパレル

• 「川上」の⽷や⽣地などを供給する繊維メーカー、
「川中」の⾐料品を製造するアパレルメーカー、
「川下」の⼩売りで全体を構成。
• 繊維は、綿や⽺⽑などの「天然繊維」と、ポリエス
テルやナイロンなどの合成繊維（合繊）を中⼼と
する「化学繊維（化繊）」に分けられる。アパレル
は、⾐料品の企画開発を⼿掛け、百貨店やショッ
ピングセンター（SC）などでの販売が主⼒のアパ
レルメーカーと、⾐料品の企画開発から⽣産、販
売まで⼀貫して⾏うSPA（製造⼩売り）業態が
中⼼となっている。
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繊維・アパレル業界

ゴム・ガラス・セメント

• ゴム・ガラス・セメントのいずれも上位数社が国内
シェアの⼤半を占める。
⽇本のゴム・ガラス製品は世界でも⾼シェア。
• ゴムの⽤途の半分はタイヤが占める業界で、売上
⾼に占める海外⽐率が⾼い、経営の安定した企
業が⽬⽴つ。ガラスは⼤きく分けて、建築向けの
窓ガラスと⾃動⾞向けのガラスという2つの需要が
あり、さらに太陽電池パネル向けガラスなどの分野
も伸びてきている。セメントは重く、輸送コストがか
かるため、業界全体の売上⾼のうち国内向けが8
割だ。
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ゴム・ガラス・セメント業界

紙・パルプ・
印刷・インキ

• 製紙業界は王⼦HDと⽇本製紙、印刷業界は
凸版印刷と⼤⽇本印刷の2強の構図。インキの
DICは印刷インキなどで世界シェアトップ。
• 紙の需要は新聞や書籍・雑誌出版、チラシなどマ
スメディア向けと、ティッシュやノートなどの家庭向け
の２つに分かれる。パルプは紙の原料となる繊維
で、パルプと紙の両⽅を製造する企業が多い。印
刷には、書籍や雑誌などの出版印刷、商品の箱
などのパッケージ印刷、広告やポスターなどの商業
印刷、ハガキや伝票などの業務⽤印刷などがある。
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紙パルプ・インキ業界

鉄鋼

• 国内粗鋼⽣産量の約8割を⾼炉メーカーが占め、
⽇本製鉄とJFEスチールが2強。
ほかに⾼級鋼を製造する特殊鋼メーカー、普通
鋼を製造する電炉メーカーなど。
• ⼤規模な⽣産設備を持ち、鉄鉱⽯を原料に鋼
材を作り出す「⾼炉」メーカーと、鉄スクラップを原
料に製造する「電炉」メーカーがある。鉄にクロムや
ニッケルといった添加物を加え、強度や耐熱性など
の特性を⾼めた鋼材を⽣産する電炉メーカーは
「特殊鋼」メーカーとも呼ばれる。国内粗鋼⽣産
量の約8割を⾼炉メーカーが占め、⽇本製鉄と
JFEスチールの2強体制。
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鉄鋼業界

⾮鉄・⾦属

•海外から輸⼊した銅や亜鉛などの鉱⽯を国内の
製錬所で精製して⾦属塊を⽣産、さまざまな業
界のメーカーに供給。
•銅やアルミニウム、亜鉛、すず、希少⾦属（レアメ
タル）など、鉄以外の⾦属・合⾦の総称を「⾮鉄
⾦属」という。「製錬」会社は製錬所で鉱⽯から純
度の⾼い⾦属を取り出し、素材として供給。「電
線・ケーブル」は電線以外を⼿掛ける企業も多い。
「アルミニウム系」はアルミニウムを「圧延」⼯程で薄
く延ばし、⾃動⾞や飲料⽸⽤の材料となる板製
品などに加⼯する。
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⾮鉄業界

電機・電⼦部品・
半導体

•家電製品から発送電設備などの⼤規模な機器
（重電）まで幅広い品⽬の電機。
ジャンルを問わず⼿がける総合電機系、家電や
AV機器などジャンル特化のメーカーがある。
• かつて⾃動⾞業界と並ぶ⽇本の基幹産業だった
が、近年では競争⼒が低下し、中国や台湾など
アジアの海外企業に押され気味となっている。家
電からコピー機などの事務⽤品、カメラ、さらに発
送電設備などの⼤規模な機器（重電）まで幅
広い製品を⼿掛けるのが電機業界。電機の製造
に⽋かせない半導体や電⼦部品業界には、業績
優秀な企業も多い。
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電機・電⼦・半導体業界

機械

• ⼯作機械の需要は⾃動⾞・電機メーカーの設備
投資の動向に⼤きく左右される。
建機も内外の景気の影響を受けやすい。
•航空機や船舶などの輸送機器のほか、⼯場など
のものづくりの現場で使う産業⽤ロボット、住宅や
ビル、橋などの建築で使う建設機械、医療⽤など
の精密機械をまとめて機械業界という。機械各社
の業績は、それぞれの顧客である航空会社や鉄
道会社、⾃動⾞・電機メーカーなど、最終製品
メーカーの設備投資の動向に⼤きく左右される傾
向にある。
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機械業界

業界理解



⾃動⾞・
⾃動⾞部品

• 出荷額が全製造業の約2割を占める⽇本の基幹
産業。完成⾞メーカーは幅広い⾞種を⼿がける
総合系、軽⾃動⾞などの専業系に⼤別。
• ⾃動⾞は、出荷額が⽇本の全製造業の約2割を
占める基幹産業。海外⽣産を含めた⽇本企業の
世界シェアは台数計算で2割ほどを占める。⼀⽅
で、国内新⾞市場はピークの1990年度の3分の
2程度に縮⼩し、今後⼤きな成⻑は期待しにくい。
また、ブレーキやドア、ミラーなど⾃動⾞1台に使わ
れる部品は3万点以上といわれ、部品専⾨メー
カーも不可⽋な存在だ。
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⾃動⾞業界
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百貨店・スーパー・
コンビニ

• メーカーや卸売業者から仕⼊れた商品を顧客に
売る業態の⼩売業界。消費者ニーズの変化を背
景にけん引役はコンビニエンスストア。
•⾼齢化の進展や専⾨店との競争激化で国内市
場の縮⼩が続く百貨店｡コロナ禍が追い打ちをか
け、苦境打開に向けオンライン接客などデジタル化
を急ぐ。他業界との競争激化で伸び悩むスーパー
は、⽐較的堅調な⾷料品に注⼒。コンビニエンス
ストアは⼈件費の⾼騰が加盟店の収益を圧迫し
ており、ビジネスモデルの⾒直しや効率的な店舗
運営を迫られている｡
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⼩売業界



どんな業界︖
家電を販売する⼤型専⾨店は、低価格販売と豊富な品ぞろえを武器に、メーカー系列の販売
店からシェアを奪い成⻑した。郊外型と駅前型ですみ分けてきたが、近年は双⽅の垣根が崩れ
ている。ホームセンター（HC）は、DIY（⽇曜⼤⼯）関連⽤品、住宅関連商品、⽇⽤雑貨
などを幅広くそろえる⼩売店で、国道沿いなどの郊外に⼤型店を展開する。
家電量販店で提携・買収活発 ドラッグストアは⼆強へ
⽇本経済新聞社の2023年度専⾨店調査によると、22年度と⽐較可能な313社の売上⾼
は27兆2366億円と5.2%増え、9年連続の増加となった。家電を巡っては、ニトリが22年4⽉
に資本業務提携したエディオンと共同開発した家電製品を23年12⽉から販売開始。ノジマは
25年1⽉、パソコンメーカーのVAIOを112億円で買収、⼦会社化した。
ホームセンターのカインズは24年10⽉、イトーヨーカ堂の⾸都圏の店舗でプライベートブランド商
品の供給を開始。都市部の駅前に⽴地するヨーカ堂店舗を活⽤し消費者の裾野を広げる。ド
ラッグストア1位のウエルシアHDと2位のツルハHDは27年末をめどに経営統合する計画。両社
の合計売上⾼は2兆円を超え、⼩売業としてはファーストリテイリングに次ぐ4位となる。ツルハ・ウ
エルシア連合とマツキヨココカラ&カンパニーとの⼆強時代となる。
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どんな業界︖
⾼齢化の進展や専⾨店との競争激化で国内市場の縮⼩が続く百貨店｡コロナ後にインバウン
ド消費は回復したが、不動産事業への投資も加速させている。他業界との競争激化で伸び悩
むスーパーは、⽐較的堅調なPB商品の開発に注⼒。コンビニエンスストアは⼈件費の⾼騰が加
盟店の収益を圧迫しており、ビジネスモデルの⾒直しや効率的な店舗運営を迫られている。
インバウンドで売上増 スーパーは再編の動きも
⽇本百貨店協会によると、2024年の全国百貨店売上⾼（既存店ベース）は前年⽐6.8%
増の5兆7722億円だった。インバウンド（訪⽇外国⼈）客の⾼額消費が寄与した。
⽇本チェーンストア協会が発表した23年度のスーパー売上⾼は、既存店ベースで前年度⽐
3.7%増の13兆7276億円。⾷料品の値上げが購⼊点数の減少を補った形。マルエツなどを
傘下に持つユナイテッド・スーパーマーケット・HDは24年11⽉、いなげやと経営統合した。カナダ
の流通⼤⼿から買収提案を持ち掛けられたセブン＆アイ・HDはイトーヨーカ堂やヨークベニマル
などのスーパー事業を売却することを決めた。
⽇本フランチャイズチェーン協会によると、コンビニエンスストア⼤⼿7社の24年既存店売上⾼は
前年⽐1.1％増の11兆3364億円。過去最多のインバウンド客やクーポン発⾏などによって来
店客が増えた。
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